
団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 132.2 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 114.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 55.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 31.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 96.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

目標
数値

1150

福利厚生事業 事業所の経営・雇用の持続
的な安定を図るため、各種
共済制度の普及を通して、
事業所の健全な育成に資す
ることを目的とする。

各共済について、事業所に
適した共済を勧奨した。
・加入　53件
・廃業、任意解約　53件
・各種共済加入件数
　　　　　　　　1,110件

小規模事業者

指標
各種共済加入件数

青年部育成事業 若くして独立した経営者や、親
の事業を承継予定の若者は、社
会経験が乏しく、また、経営に
関する知識が不足しており、将
来の経営に支障をきたすことが
予想される。青年部を通じて、
上記問題を解決するため、経営
に関する勉強会を開催し、資質
向上に努めることを目的とす
る。

・勉強会　１回　16人
・職業体験事業
　　0人（中止）
　　　 （体験児童数）
・地域貢献事業参加
　　0人（中止） 小規模事業者

指標

事業参加人数

80

今後の展開・改善点等

引続き事業への参
画意識による経営
資質向上に努め
る。

目標とする参加事
業所を50事業所と
し、参加事業者が
より参加し易い環
境を整備し、小規
模事業者の経営の
一助となるよう支
援していく。

現行どおりの方法
で行うが、指導事
業者減少に伴い目
標指導回数を引下
げ。委託者のニー
ズを汲み取るよう
心掛けたい。
小規模事業者の
ニーズに対する収
集力を高めると共
により多くの事業
者に効率良く受講
して頂けるように
努める。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする各種共
済加入件数を1140
件とし巡回・窓口
指導により小規模
事業者に適した共
済の加入勧奨に努
める。

コロナ禍において
も実施できるよう
に対策を施し、地
域貢献や経営に関
する勉強会などを
実施することで、
経営者としてさら
なる資質向上およ
び、部員同士の連
携力強化を図りた
い。

Ａ

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

実
施
側
の

事
業
評
価

1110
目標
数値

指標
各共済について、事業所
に適した共済を勧奨した
ことにより、事業所の経
営・雇用の持続的な安定
を図ることができた。

組織強化に重点を
おいた交流を図る
ことを目的として
改善を図っていき
たい。

実績
数値

実績
数値

-
目標
数値

指標

コロナ禍において参加予定
の事業が全て中止となった
ため、次年度以降の取り組
みに対し、定例会議などで
検討や対策を練る良い機会
になった。検討した結果を
用いて、感染症対策を施し
ながら、次年度事業につな
げていきたい。

総
合
評
価

実績
数値

地域振興事業 地域における懇談や会員仲間づ
くりネットワーク化事業等によ
る会員相互の交流促進で組織基
盤の強化を図り、年賀会等地域
に係る方々との交流会などを実
施することで地域全体の活性化
を図ることを目的とする。

・商工女性懇談会
　1回　7名
・会員日帰り旅行
　1回　10名
・会員交流ゴルフ
　1回　40名

小規模事業者

指標
各事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

参加事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
180

実績
数値

57
目標
数値

指標

新型コロナウイルスの影
響で中止せざるを得ない
行事があり回数及び参加
者は減少したが、コミュ
ニケーション効果による
組織基盤の強化を図るこ
とはできた。

実績
数値

目標
数値

320
実績
数値

240
目標
数値

指標
事業への参画意識による
経営資質の向上が図られ
た。

総
合
評
価

実績
数値

参加企業数部会・委員会事業 各種委員会による活動を通
じて改善意識の啓蒙と参加
事業者に対する資質向上効
果を目的とする。

・総代会　1回（書面）
　　97名（内書面93名）
・理事会　6回
　　　　（内書面1回）
 　143名（内書面28名）

構成委員及び
該当事業者等

指標

祭典事業 地域産業を広く紹介し、産
業の発展を図るとともに、
市民とともに明るく住みよ
い豊かな地域社会を築くこ
とを目的とする。

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、中止

小規模事業者

目標
数値

目標
数値

50
実績
数値

-
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
症による中止のため評価
なし。

実績
数値

講習会 多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な金融・税務・
経理・労働・情報化等の知
識習得や時事的な問題につ
いての啓蒙を図り、事業者
の資質の向上と円滑な事業
運営に資することを目的と
する。

・集団指導　３回　３１人
・個別指導１５回　４８人

小規模事業者

指標

目標
数値

1050

正しい記帳による、自社
の正確な経営・財務状況
の把握及び適正な税務対
策の講じ方の習得ができ
た。

総
合
評
価

指標

・集団講習会については、
新型コロナウイルスの影響
で中止せざるを得ない講習
会もあり、全体の受講者は
減少したが、JPQR等必要な
知識の普及は図れた。
・個別相談会については、
新型コロナウイルスの影響
等でニーズが高まり参加者
が増加した。小規模事業者
のより具体的な相談事を質
疑応答等で解決した。

総
合
評
価

実績
数値

講習会受講者数

目標
数値

142
実績
数値

79
目標
数値

日本経済の景気は徐々に上向き
つつあるが、個人経営を営む小
規模事業者がその恩恵の実感が
湧かないのが現実であり、小規
模事業者を取り巻く環境は依然
として厳しいものがある。融資
制度の斡旋、財務分析による経
営指導、国の補助金制度を活用
した経営改善を中心に、経営安
定化を図るため市内小規模事業
者に対して相談事業を実施する
ことを目的とする。

・巡回窓口相談指導延件数
　1927件
・課題解決提案件30

記帳継続指導

小規模事業者

指標
記帳継続指導延数

指標

商工会の職員が個人事業主
等を対象に正しい記帳方法
の指導と決算・確定申告の
指導を行い、適正な税務申
告と計数管理による経営力
の向上に結びつけることを
目的とする。

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

実績
数値

・記帳継続指導延回数
　　　 　１,２０１回
・指導企業数　８８件
・指導日数　６８６日

1201
目標
数値

実績
数値

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者への
５年に１回の訪問
を基本姿勢とし、
継続指導の必要性
がある事業所への
複数回の訪問を行
うことで指導メ
リットの普及に努
める。

新型コロナウイルスの影
響を受けた小規模事業者
に対し巡回や窓口を通し
て国、県、市の支援策を
活用して支援を行うこと
により著しい経営の悪化
を免れた。

実績
数値

301927
目標
数値

1458
実績
数値

目標
数値

30

巡回・窓口相談指
導事業

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

新型コロ
ナウイル
ス感染症
による中
止のため
評価なし

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

新型コロ
ナウイル
ス感染症
による中
止のため
評価なし

－

実
施
側
の

事
業
評
価

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

今後の展開・改善点等
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 77.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 105.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 70.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

受診事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする受診事
業所を120事業所
とし、より多くの
小規模事業者に従
業員の健康管理に
ついて認識しても
らうよう努める。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
による中
止のため
評価なし

目標
数値

120
実績
数値

-
目標
数値

指標

新型コロナウィルス時感
染症拡大防止のため中止

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

健康普及事業 従業員の健康診断は経営者への
義務付けがされており、小規模
事業者の福利厚生コスト削減、
あるいは健康管理意識の確立と
いう観点から、集団検診によ
る、受診コスト削減メリットの
提供とともに、福利厚生環境の
充実を図り、小規模事業者の雇
用安定支援の一助とすることを
目的とする。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、中止

小規模事業者

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回及び窓口指導
により労働保険未
加入事業所の解消
に努めたい。

委託事業所の事務処理に
係る負担軽減と、労働保
険未加入事業所への啓蒙
促進を図ることができ
た。

目標
数値

287
実績
数値

293
目標
数値

実績
数値

労働保険事業

労働保険事務の委託によっ
て、小規模事業者の事務処
理負担の軽減が図られると
ともに、各種届出にかかる
事務処理や労働保険料の申
告にかかる適正化が図られ
ることで、小規模事業者の
経営支援に貢献することを
目的とする。

・新規労働保険
　事務委託事業所数　25件
・委託換え、廃業等による事務
委託　解除事業所数　12件
・事務委託事業所数
　　　　　　　　　　 293事業所

小規模事業者

指標

事務委託事業所数

指標

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

ペコロスフェアに
関して地域特産品
を使用しているメ
ニューと言うだけ
ではインパクトに
欠けるので更に
テーマを設けて統
一メニューにして
いく予定

梅まつり共同宣伝
事業に関しては概
ね良好なので現状
を維持していく予
定

目標
数値

36
実績
数値

28
目標
数値

実績
数値

商店街振興事業
（かんばる商店街
事業）

（ペコロスフェア）
地域の特産品（ペコロス）
の収穫時期に合わせて各事
業者が特色を生かした商品
を開発し、地域の消費者に
共同宣伝を行うことを目的
とする。

（梅まつり共同宣伝事業）
当地区最大イベントである
梅まつり期間中に会場内に
て市内店舗の共同宣伝を行
い観光客を市内に誘引する
ことを目的とする。

（梅まつり共同宣伝事業）
観光客を市内に誘引するこ
とを目的とし梅まつり会場
内にて参加店舗を掲載した
チラシを配布した。
開催期間
令和3年2月13日～3月14日
参加店舗数　28店舗

小規模事業者

指標

参加店舗数

指標

（ペコロスフェア）
事業の参加募集期間が緊急
事態宣言中であり、先を見
通すことが不可能だった
め、やむを得ず中止とし
た。

（梅まつり共同宣伝事業）
緊急事態宣言下ではあった
が、梅まつり自体はイベン
ト等を中止して開催された
ため、梅を散策しに見えた
観光客を対象にチラシを配
布し、市内飲食店での昼食
を促した。
効果として例年と変わらな
い来客数があり、コロナ渦
で冷え込んでいる飲食店の
経営の一助となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現在、この事業の
背景・目的は達成
されていると思わ
れ、又事業所の要
望にも応えられて
いると思われるの
で、今後も現行ど
おりこの事業を実
施する。

目標
数値

204
実績
数値

203
目標
数値

実績
数値

商店街振興事業
（街路灯維持管理
事業）

夜間における快適な買い物
や交通事故の防止、防犯の
役割、スポンサーの広告な
ど、街路灯の維持管理事業
と通じて、地域の発展と明
るく活力のある街づくりに
寄与することを目的とす
る。

・修理件数　26基
・現街路灯基数　203基

街路灯設置ス
ポンザー事業

所

指標

街路灯維持管理基数

指標

地域商工業の発展と、明
るく活力のある街づくり
に貢献できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

求人情報の拡充を
図り、利便性を高
め、事業者の積極
的な経営姿勢をサ
ポートしたい。
また経営に資する
情報提供の場とし
ていきたい。

目標
数値

20
実績
数値

21
目標
数値

実績
数値

情報推進課事業 会員事業者の地域でのビジ
ネスチャンスの拡大、企業
イメージの向上、雇用対策
上の情報提供等を促進する
ためのツールとして活用す
ることを目的とする。

情報発信として有効なツー
ルであることを事業者に指
導をし、ツール利用者への
利便性向上を図った。

登録事業者

指標

一日当たりの
平均アクセス数

指標

雇用対策上の情報提供に
より、会員事業者の経営
資源確保を図ることがで
きた。また、コロナ禍に
おいての非対面での情報
発信ツールとして高い効
果があった。

新型コロナウィルスの影
響で一部行事を中止した
ため発行が５回に減少し
たが、小規模事業者に
とって必要な施策の周知
を十分に図ることはでき
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする発行部
数を維持しつつ引
き続き小規模事業
者にとって必要な
施策等の情報提供
に努める。

目標
数値

7700
実績
数値

5402
目標
数値

実績
数値

調査・広報事業 小規模事業者への緊急を要
する案件の調査及び広報や
定期的な施策、事業活動案
内を周知させることを目的
とする。

・定期的広報　年5回
6月10日　　1076部
7月15日　　1078部
10月1日　　1080部
12月9日　　1083部
1月27日　　1085部

小規模事業者

指標
広報発行部数

指標

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

今後の展開・改善点等
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 86.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 46.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする求人情
報事業、情報掲載
件数を45件とし、
引き続き小規模事
業者の従業員募集
活動の一助となる
よう努める。

目標
数値

45
実績
数値

39
目標
数値

実績
数値

雇用促進事業 小規模事業者にとって有能な人
材を確保することは、なかなか
困難である。求人情報を活用す
ることで、募集活動の一助と
し、雇用機会の安定を図り、経
営安定に資することを目的とす
る。

求人情報事業として、知多
市便利帳(ホームページ）・
知多市役所高年齢者職業支
援室にて情報提供し労働力
確保への支援を行うことが
できた。

小規模事業者

指標

求人情報事業
求人情報掲載件数 指標

小規模事業者としての広
報宣伝力の弱さを補うも
のとして、求職希望者へ
の、求人情報提供ができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

少子化、習い事の
多様化により受験
者の減少は確実で
ある。実施方法
は、全国商工会珠
算検定主催

目標
数値

80
実績
数値

37
目標
数値

実績
数値

人材育成事業 珠算検定事業を実施するこ
とで、次世代の能力開発を
目的とする。

 6月16日　中止
 9月13日　受験者　 8名
11月15日　受験者　15名
 2月21日　受験者　14名 珠算検定試験

受験者

指標
受験者数

指標

若年層への能力開発の一
助となった。

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


